
決算書掲載頁　97

内
訳

自主防犯活動の推進を図る

犯罪状況に応じた防止策の推進により、市民の防犯意識の維持・向上を図る。

貢
献
度

今
後
の
方
向
性

地域の防犯力を高める防犯
安全安心都市

施
策
の
大
綱

市民生活部自治振興課
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地域住民による自主防犯活動を推進し、大阪一犯罪の少ない都市をめざす。
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自主防犯団体への支援を行い、市民の防犯意識の高揚を図るとともに、地域住民による自主防犯活動を推進する。
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一部委託 平成14年度以前
①河内長野市生活安全条例②河内長野市生活安全推進協議会規則③河内長野市自主
防犯活動推進事業助成金交付要綱④河内長野市防犯カメラ設置補助金交付要綱

河内長野防犯協議会、河内長野地区少年補導員連絡会、自主防犯活動を実施す
る自治会・町会・市民等、生活安全推進協議会

犯罪状況に応じた防止策の推進により、市民の防犯意識の維持・向上を図る。
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事業：防犯活動推進事業                                

１．防犯活動の推進 

犯罪のない安全で安心して暮らせるまちづくりのため、警察を始め、河内長野防犯協議会や生活安全に関係する

団体と連携しながら防犯について広く啓発し、市民による自主的な防犯活動を推進することで犯罪抑止を図った。 

平成２５年中の全刑法犯認知件数は、９３１件となった。 

細事業：防犯活動推進事業                             

１．河内長野市生活安全推進協議会 

(1)河内長野市生活安全推進協議会の開催 

市が実施する生活安全対策をより効果的に推進するために、河内長野市生活安全推進協議会を２回開催した。 

(2)安全・安心まちづくり市民大会の開催 

より安全で、安心して暮らせる河内長野市をめざし、生活安全に係る団体が一体となって、効果的な諸活動

を誓い、また、市民一人ひとりの安全に対する意識の高揚を図ることを目的に安全・安心まちづくり市民大会

を開催した。 

開催日：平成２５年１１月２４日（日）  参加人数：２７７名 

場 所：市民交流センター（キックス）イベントホール 

内 容：メインテーマ「有害な社会環境から 子どもたちを守るために」 

   基調講演 兵庫県立大学環境人間学部准教授 竹内 和雄 氏 

 

２．自主的な防犯活動への支援 

(1)地域住民による自主防犯活動を推進するため、自治会等の自主防犯活動団体が行う防犯活動に要する経費の一

部を助成した。 

  交付対象団体数：１０団体  助成額：３９６，４７０円 

(2)警察と協議しながら地域の自治会が設置する防犯カメラについて補助金を交付した。 

交付対象団体数：５団体（１６台設置） 補助額：１，６００，０００円    

(3)安全・安心パトロールの実施 

 「安全・安心パトロール車」ステッカーを、市民や市内事業者の自動車等及び公用車に貼付し運行すること

で、防犯意識の高揚と犯罪の抑止を図り、市民の安心感の醸成に努めた。 

ステッカー作成費：４７，２５０円 

(4)防犯声かけ運動の実施 

個人でも気軽にできる防犯活動として、地域でのウオーキング時などに出会った人に声をかけ、顔見知りを

増やしていただくことで、地域の連携を強め、犯罪の抑止力を高めることを目的に、市民による防犯声かけ運

動を実施。参加者には、声かけ運動時に着用するベストまたは腕章を貸与した。 

 貸与物品作成費：３１５，３７５円 

 

３．防犯活動の推進 

犯罪と少年非行を防ぎ、明るく住みよい河内長野市をめざして、市、河内長野警察署、

河内長野防犯協議会、河内長野地区少年補導員連絡会などが一体となって、市民の防犯意

識の浸透を図るとともに各種防犯活動を推進するため、次の団体に各種事業を委託した。 

(1)河内長野防犯協議会 （委託料 ２，１００，０００円） 

・防犯活動事業・自主防犯活動指導事業・広報・啓発活動事業・その他事業 

(2)河内長野地区少年補導員連絡会 （委託料 １００，０１０円） 

 ・補導活動事業・非行防止活動事業・広報・啓発活動 

 


